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手結のカジメ群落 （1975年）



浦の内湾のホンダワラ群落（1970年）



流れ藻に蝟集するブリの稚魚



採取される流れ藻



流れ藻とモジャコの生残率



土佐湾の３０年間の水温の変動



手結地先カジメ群落（1985年



手結のカジメの異変（1997年）



茎だけになったカジメ



カジメが消失して石灰藻が繁茂（ 1999年）



磯焼け地帯にサンゴ類が侵入し繁殖



地球温暖化とサンゴの繁殖
柏島のテーブルサンゴ









土佐市清水沖での海洋牧場化試験
マリノフォーラム２１プロジェクト1987~199年



実験魚礁設置（1987年）



スポアバッッグを固着した実験魚礁群



試験魚礁に繁茂したホンダワラ類



試験魚礁に群れる稚魚



試験魚礁に蝟集するイセエビ



手結地先に設置した試験礁
高知県・大旺建設１９９３年







試験魚礁に繁茂するカジメとホンダワラ類



試験礁に蝟集するアワビ類



スポアバッグ



四国土建



上川口５月



夏を越した１１月



２月



干ばつ材藻場造成



設置場所



ホンダワラ
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• 藻場の経済的効果





藻場による海域の浄化作用

• 日本全体の藻場で年間約２００万トンの炭素固定をする。これは，日
本全体の森林によって固定される量の１０分の１である。

• アカモクの窒素除去能力は，１平方ｋｍの藻場で，１日５万人分の下
水処理をする下水処理場の浄化能力に四敵する



マメダワラの利用

• 殖筏に繁茂するホンダワラ（マメタワラ）も養殖業者から、邪魔者、
ゴミ扱いされていましたが、藻塩の原料など、見方をかえれば資源と
いうことに、地元漁民も気づいてきました。

昨年、佐賀大学の亀井助教授がマメタワラに、インフルエンザ退治の
有力「ＭＣ２６」という物質を発見して、調査研究のためにサンプル
１００キロを送付したところです。何か、新しい取り組みのなかで、

• 海藻も有効な資源であり、地域のためになる事を、もっと調査研究し
たいと考えています。



マリンパーク構想



大月町・宿毛海域の水産資源と海域環境

の改善の方策

１;宿毛区域では，カジメ，クロメの生育がみられない
が，水温からの判断では，カジメを人為的に移植すれ
ば，繁茂は可能であると推察している。環境にあった
藻場造成計画を立てる

２: 水産資源の増大，環境の改善，レクレーション基
地を創生など総合的な目的を持つ海洋牧場化構想を立
てる。

３: 大月・宿毛区域を新しい技術により豊かな海を創
世し，水産資源の増大を図ることは，次世代につなが
る大事業だと思う。


